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of metal nanoparticles” Sol-Gel 2015, Kyoto, Japan, September 8, 2015, P-Tu-5-06 

・  

 

 

2. 国内 (最近の発表) (Recent presentations) (2007-2016) 
 



1. 前川佳史、嶋田豊司、“高機能有機－無機ハイブリッド材料合成への新展開：炭素

―金属結合(C－Mg，C－B，C－Sn)を有するアリルシリルアレーンの新規合成”、日

本化学会第 87 春季年会、関西大学、2007 年 3月 25 日 

2. 永野豊浩、嶋田豊司、“軸不斉エチニルアレーン類の合成およびゾルゲル前駆体へ

の変換”、日本化学会第 87 春季年会、関西大学、2007 年 3 月 25 日 

3. 前川 佳史、嶋田 豊司、“高機能有機－無機ハイブリッド材料合成への新展開：ア

リルシリルアリールアミン類の新規合成”、日本化学会第 87 春季年会、関西大学、

2007 年 3月 27 日 

4. 藪野 達哉、前川 佳史、嶋田 豊司、“高機能有機－無機ハイブリッド材料合成への

新展開：アリルシリル基を有するスチレンおよびフェニルアクリルアミドの新規合

成とゾルゲル前駆体への変換” 、日本化学会第 87 春季年会、関西大学、2007 年 3

月 27 日 

5. 前川 佳史、中川 浩気、嶋田 豊司、“高機能有機－無機ハイブリッド材料合成への

新展開：アリルシリル基を有するスチレンおよびフェニルアクリルアミドの新規合

成とゾルゲル前駆体への変換”、 日本化学会第 87 春季年会、関西大学、2007 年 3

月 27 日 

6. 田中夏子、溝下倫大、前川佳史、長谷川健、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、“アリル

シリルスピロビフルオレンゾルゲル前駆体およびそのメソポーラスシリカ薄膜の合

成”、日本化学会第 88春季年会、立教大学池袋キャンパス、2008 年 3 月 26-30 日 

7. Yogesh R JORAPUR、溝下倫大、前川佳史、松本和訓、中川浩気、谷孝夫、稲垣伸二、

嶋田豊司、“メーヤワイン試薬を触媒として用いシラノールフリーシリカゲルを与

える新規ゾルゲル法の開発とその反応機構に関する検討”、日本化学会第 88 春季年

会、立教大学池袋キャンパス、2008 年 3月 26-30 日 

8. 松本和訓、前川佳史、溝下倫大、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、“メソポーラスアク

リドンシリカの合成と光化学特性”、日本化学会第 88 春季年会、立教大学池袋キャ

ンパス、2008 年 3 月 26-30 日 

9. 中川浩気、溝下倫大、白井聡一、倉本圭、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、“架橋型

有機シランゾルゲル前駆体の酸性および塩基性縮重合反応下における炭素－ケイ素

結合の安定性に関する検討”、日本化学会第 88 春季年会、立教大学池袋キャンパ

ス、2008 年 3 月 26-30 日 

10. 長谷川健、溝下倫大、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、“ゾルゲル前駆体として機能

するルテニウムおよびレニウムビピリジン錯体の合成とゾルゲル法への応用”、日

本化学会第 88 春季年会、立教大学池袋キャンパス、2008 年 3 月 26-30 日 

11. 梅本明成、前川佳史、溝下倫大、北里槙悟、亀井稔之、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊

司、“ポルフィリンメソポーラスシリカの合成と応用”、日本プロセス化学会 2009 サ

マーシンポジウム、東京、2009 年 7 月 16 日 



12. 中川浩気、Y. Jorapur、亀井稔之、嶋田豊司、“シラノールフリー(有機)シリカゲ

ルのクロスカップリング反応への添加剤としての効果”、 日本化学会第89春季年

会、日本大学、2009年3月27-30日 

13. Y. Jorapur、溝下倫大、水谷祐介、中川浩気、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、“種々

の金属アルコキシドのゾルゲル縮重合反応におけるメーヤワイン試薬の有用性”、 

日本化学会第 89春季年会、日本大学、2009 年 3 月 27-30 日 

14. 梅本明成、前川佳史、溝下倫大、北里槙悟、亀井稔之、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊

司、 “メソポーラスポルフィリンシリカハイブリッドの合成”、 日本化学会第 89

春季年会、日本大学、2009 年 3 月 27-30 日 

15. 長谷川健、前川佳史、溝下倫大、亀井稔之、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、“トリ

ス(ビピリジン)ルテニウム錯体のみから構成されるメソポーラスシリカ薄膜の合

成”、 日本化学会第 89春季年会、日本大学、2009 年 3 月 27-30 日 

16. 梅本明成、北里槙悟、亀井稔之、嶋田豊司、“ゾルゲル前駆体として機能するアリ

ールアリルシラン誘導体の効率的合成”、日本化学会第 90回春季年会(2010)、近畿

大学、2010 年 3月 27 日 

17. 北里槙悟、梅本明成、後藤康友、前川佳史、溝下倫大、亀井稔之、谷孝夫、稲垣伸

二、嶋田豊司、“メソポーラスポルフィリンシリカハイブリッドの合成と応用”、

日本化学会第 90回春季年会(2010)、近畿大学、2010 年 3月 27 日 

18. 水谷祐介、芝口廣司、亀井稔之、嶋田豊司、“新規 4,4’-ジヨードビナフチルジア

ルデヒドの合成とその誘導化”、日本化学会第 90 回春季年会(2010)、近畿大学、

2010 年 3月 27 日 

19. Y. Mizutani, T. Kamei and T. Shimada, “Oxidative Substitution Reactions of Binaphthyl 

Dialdehyde with 1,3-Diiodo-5,5-Dimethylhydantoin in the Presence of Organic Acids and Its 

Application”, 第 57回有機金属化学討論会, 東京, 2010 年 9 月 16-18. 

20. 佐古真・亀井稔之・嶋田豊司, 3,3',6,6'-四置換ビナフトールの新規合成法, 日本

化学会第 91 春季年会，神奈川大学，2011 年 3月 27 日 2C4-44 

21. 北里槙悟・笹岡孝裕・亀井稔之・嶋田豊司, ゾルゲル前駆体として機能する多置換

アリールアリルシラン誘導体の合成, 日本化学会第 91 春季年会，神奈川大学，2011

年 3 月 26 日 1C4-45. 

22. 亀井稔之、石橋葵、高松嘉則・細井弘之・嶋田豊司, 再利用可能な Pd-DPPF 触媒を

利用したバックワルド－ハートウィックアミノ化反応, 日本化学会第９１春季年会 

2011 年 3月 28 日 3PA-171. 

23. 亀井稔之、西口真功、宮本貴文、田中智裕、嶋田豊司, N-ブロモスクシンイミドを

用いたシリル置換芳香族化合物のブロモ化反応, 日本化学会第９１春季年会 2011

年 3 月 28 日 3PA-172. 

24. 佐古真、貫大篤義、嶋田豊司、3,3',6,6'-四置換ビナフトールの効率的合成、第 14



回ヨウ素学会シンポジウム 2011 年 11 月 18 日 

25. 今村一彦、水谷祐介、嶋田豊司、トリフルオロメタンスルホン酸存在下での 1,3-ジ

ヨード-5,5-ジメチルヒダントインを用いたアリールアルデヒドの新規トリフラー

ト化とそれらの誘導化、第 14 回ヨウ素学会シンポジウム 2011 年 11 月 18 日 

26. 今村一彦、水谷祐介、亀井稔之、白井聡一、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、新規ペ

リ-キサンテノキサンテン誘導体の合成、日本化学会第 92春季年会，慶応大学，2012

年 3 月 27 日 3PA-059 

27. 西田幸生、前川佳史、谷孝夫、稲垣伸二、嶋田豊司、ゾル－ゲル前駆体として機能

するアリルシリル化-ルテニウムトリス（ビピリジン） 錯体の合成と PMO への応用、

日本化学会第 92春季年会，慶応大学，2012 年 3 月 27 日 3PB-071 

28. 掃部祐樹・亀井稔之・嶋田豊司，アルコールおよびアミンをシランカップリング剤

へ誘導するための嵩高い新規アリルシランの開発、日本化学会第 93 春季年会，立命

館大学，2013 年 3 月 24 日 3PA-150 

29. 松島歩海・市位駿・MOITRA, Nirmalya・金森主祥・亀井稔之・中西和樹・嶋田豊司、

ヒドリドシリカモノリスから調製した再利用可能な高活性保持パラジウムナノパー

ティクル触媒の開発、日本化学会第 93 春季年会，立命館大学，2013 年 3 月 22 日 

1F6-41 

30. 道川滉子・佐古真・亀井稔之・嶋田豊司、アリルシランを有する新規アミン保護基

の開発、日本化学会第 93 春季年会，立命館大学，2013 年 3 月 24 日 3PA-060 

31. 道川滉子，髙松嘉則，嶋田豊司，アリルシランを用いるガラス表面の防曇化，日本

化学会第 94 春季年会，名古屋大学，2014 年 3月 28 日，2PA-146 

32. 吉田 透, MOITRA Nirmalya, 金森主祥, 亀井稔之, 中西和樹, 嶋田豊司, ヒドリド

シリカモノリスのオンサイト還元により調製した再利用可能なパラジウムナノパー

ティクルによるアリールハライドの触媒的ホスフィニル化，日本化学会第 94 春季

年会，名古屋大学，2014 年 3 月 27 日，1PC-172 

33. 市位 駿, MOITRA Nirmalya, 金森主祥, 亀井稔之, 中西和樹, 嶋田豊司, 室温での

効率的なシリカゲル表面の有機官能基化，日本化学会第 94 春季年会，名古屋大学，

2014 年 3月 27 日，1E6-05 

34. 貫代篤義, 佐古真, 亀井稔之, 嶋田豊司, ビナフチルの効率的誘導化, 第 16 回化

学工学会学生発表会, 大阪府立大学, 2014 年 3月 1 日，O119 

35. 亀井稔之，瓜生瑞穂，田中 智裕，松浦 有沙，嶋田 豊司，パラジウム触媒を用いた

アリールトリアリルシランの合成とその利用，第 60 回 有機金属化学討論会，学習

院大学，1A-34，2013 年 9 月 12 日 

36. 亀井稔之，瓜生瑞穂，田中 智裕，嶋田 豊司，ロジウム触媒を用いたアリールシラ

ンの 1,4-付加反応，日本化学会第 94 春季年会，名古屋大学，2014 年 3月 27 日（ポ

スター発表予定），1PC-173 



37. 亀井稔之，竹内信彦，吉満天志，市位 駿，Moitra Nirmalyta，金森主祥，中西和樹，

嶋田豊司，パラジウムヒドリドシリカ触媒を用いた接触水素化反応の開発，日本化

学会第 94春季年会，名古屋大学，2014 年 3月 27 日（ポスター発表予定），1PC-179 

38. 松浦有沙，亀井稔之，嶋田豊司，アリルシランを用いた檜山カップリング反応の開

発，第 16 回化学工学会学生発表会（堺大会），大阪府立大学，2014 年 3 月 1 日，O-

120 

39. 市位 駿・岩井田 晃次・金森 主祥・亀井 稔之・中西 和樹・嶋田 豊司 ヒ

ドロシランを用いた種々の基材の効率的な有機官能基化 日本化学会第９５春季年

会 日本大学船橋キャンパス 2015 年 3月 27 日 2PC-180  

40. 柴地 功基・亀井 稔之・嶋田 豊司 トリフルオロメタンスルホン酸存在下 N,N'-

ジヨード-5,5-ジメチルヒダントインを用いる芳香環への新規直接的トリフラート

化 日本化学会第９５春季年会 日本大学船橋キャンパス 2015 年 3 月 28 日 3PC-

146  

41. 吉田 透・金森 主祥・亀井 稔之・中西 和樹・嶋田 豊司 オンサイト還元に

よって調製したヒドリドシリカ Pd ナノ粒子触媒を用いるアリールハライドのホス

フィニル化 日本化学会第９５春季年会 日本大学船橋キャンパス 2015 年 3 月

28 日 3PC-148   

42. 平田 俊介・亀井 稔之・嶋田 豊司 トリスペンタフルオロフェニルボラン触媒

を用いた二トリルからアルデヒドへの効率的変換反応 日本化学会第９５春季年会 

日本大学船橋キャンパス 2015 年 3 月 28 日 3PC-148  

43. 岩井田 晃次・市位 駿・桝井 悠・金森 主祥・亀井 稔之・中西 和樹・嶋田 

豊司 種々の有機官能基を有するヒドロシラン誘導体の合成および各種基材表面へ

の効率的有機官能基化 日本化学会第９５春季年会 日本大学船橋キャンパス 

2015 年 3月 27 日 2PC-181  

44. 亀井稔之 瓜生瑞穂 嶋田豊司 銅触媒を用いたビナフトールの酸化的環化反応：

PXX 誘導体の効率的合成 日本化学会第９５春季年会 日本大学船橋キャンパス 

2015 年 3月 28 日 3PC-132 

45. 亀井稔之 木村汐里 松浦有沙 アリルシランをシラノール前駆体として用いた檜

山-畠中クロスカップリング反応の開発 日本化学会第９５春季年会 日本大学船橋

キャンパス 2015 年 3月 28 日 3PC-147  

46. 岩井田晃次・市位駿・桝井悠・金森主祥・亀井稔之・中西和樹・嶋田豊司 ATRP 開

始剤を部分構造に持つヒドロシランの合成とガラス表面への効率的担持および表面

リビング重合への応用 第 19 回ケイ素化学協会シンポジウム，ラフォーレ琵琶湖，

滋賀 2015 年 10 月 23 日 P06 

47. 市位駿・岩井田晃次・桝井悠・金森主祥・亀井稔之・中西和樹・嶋田豊司 B(C6F5)3 

を触媒に用いたヒドロシランによる各種基材の効率的表面修飾 第 19 回ケイ素化



学協会シンポジウム，ラフォーレ琵琶湖，滋賀 2015 年 10 月 23 日 P59  

48. 岩井田晃次、市位駿、桝井悠、金森主祥、亀井稔之、中西和樹、嶋田豊司，ヒドロ

シラン誘導体を用いた無機酸化物表面でのリビングラジカル重合，第 10 回 日本セ

ラミックス協会関西支部 学術講演会，京都大学宇治キャンパス，2015 年７月 24 日 

PA-64  

49. 市位駿・岩井田晃次・桝井悠・金森主祥・亀井稔之・中西和樹・嶋田豊司，ヒドロ

シランを用いた種々の基材の効率的な有機官能基化，第 10 回 日本セラミックス協

会関西支部 学術講演会，京都大学宇治キャンパス，2015 年７月 24 日 PA-65  

50. 岩井田 晃次・市位 駿・黒崎 澪・亀井 稔之・嶋田 豊司 ルイス塩基の選択により

制御できるトリス（ペンタフルオロフェニル）ボランが触媒するヒドロシランとア

ルコールとの脱水素化反応 日本化学会第９６春季年会 同志社大学 2016年3月

24 日 1J2-55  

51. 桝井 悠・岸本 光輝・柴地 功基・亀井 稔之・嶋田 豊司 1,1'-ビ-2-ナフト

ール誘導体の 8,8'位直接的酸化反応 日本化学会第９６春季年会 同志社大学 

2016 年 3月 27 日 4H2-09  

52. 黒崎 澪・岩井田 晃次・市位 駿・亀井 稔之・嶋田 豊司 種々のトリス（ペ

ンタフルオロフェニル）ボラン-ルイス塩基錯体が触媒するヒドロシランを用いた

種々の基材の実用的表面修飾 日本化学会第９６春季年会 同志社大学 2016 年 3

月 25 日 2PA-176  

 

研究業績（招待講演）(Recent invited presentations) 

・ 日本セラミックス協会関西支部 第 10 回学術講演会 2015 年 7月 24 日,  京都

大学宇治キャンパス  

・ 日本ゾル・ゲル学会第 11 回セミナー,  2015 年 6 月 6 日，東京理科大学 

・ 3rd Molecular Materials Meeting (M3), Singapore, January 14-16 (2013) 

・ Korea-Japan Symposium on Organic Chemistry 2013: Beyond Organic Synthesis”Seoul, 

Korea, March 28-30 (2013). 

・ T. Shimada, “Synthesis of Functional Allylsilanes Acting as Sol-Gel Precursors and Silane 

Coupling Agents”, East China of Science and Technology, Shnghai, China, October 20 

(2011). 

・ T. Shimada, “Preparation of Functional Allylsilanes Acting as Sol-Gel Precursors and Their 

Applications”, 7th IUPAC International Conference on Novel Materials and their Synthesis 

(NMS-VII) & 21st International Symposium on Fine Chemistry and Functional Polymers 

(FCFP-XXI), Shnghai, China, October 16-21 (2011). 

・ 嶋田豊司、“機能性有機・無機ハイブリッド前駆体の合成と応用”、第 3 回環境調

和型有機反応プロセス研究交流会、和歌山県工業技術センター、2007 年 8 月 8 日 



・ 嶋田豊司、“機能性材料を指向したアリルシラン誘導体およびそれら関連有機化合

物の合成”、有機合成セミナー、2007 年 10 月 25-26 日 

・ 嶋田豊司、“アリルシランから創るナノ空間”、第 2回ナノテクシンポジウム、

奈良先端科学技術大学院大学、2007 年 11 月 30 日 

・ T. Shimada, Y. Maegawa, T. Nagano, H. Nakagawa, T. Yabuno, T. Hasegawa, “Preparation 

of functionalized aryl(diallylethoxy)silanes and their palladium-catalyzed coupling reactions 

giving sol–gel precursors”, International Symposium on Catalysis and Fine Chemicals 2007, 

Singapore, Dec. 16-21 (2007). 

・ T. Shimada, “Functionalization on Silica Gel and Sol-Gel Polymerization with 

Allylsilanes”, International Symposium on Catalysis and Fine Chemicals 2007, Singapore, 

Dec. 16-21 (2007). 


